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「人権の花」運動とは？
　「人権の花」運動は、小学校の児童が協力し合いながら花を育て、その成長を観察する
ことによって、子どもの情操を豊かにし「相手の立場を考え行動する心や思いやりの心を
育てる」ことや「生命の尊さ、感謝の気持ちを体得する」という人権尊重の意識を身につ
けてもらうことを目的としています。
　この運動は日田玖珠地域の小学校から毎年1校が実施しており、今年度は九重町立野矢
小学校が指定校となり、５月の指定書交付式から２月の修了式までの間、全校児童、先生
方、人権擁護委員のみなさんで取り組んでくれました。約一年間という長い期間、取り組
みを行っていただきありがとうございました。

野矢小学校の取組み
　ここでは野矢小学校の取組みの一部を紹介します。
①花を育てる
　  種まきや苗植えをした後は、日常の水やりをみんなで分担して行いました。今年度は梅
雨明けの後にまた梅雨に戻るなど管理が難しい一年でした。
②地域の人たちに花を届ける
　  校区内の高齢者の方のお宅に「人権の花」を届けてふれ合い交流を行いました。花を届
ける際に、楽しみや困りごとをインタビューするという形にすることでコミュニケー
ションが深まり、地域の方から児童がとても感謝される取り組みとなりました。
③感想発表をとおして学んだことを表現する
　学校文化祭で人権の花運動の中間発表を行いました。
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野矢っ子で未来につなごう心の花野矢っ子で未来につなごう心の花
～野矢小学校「人権の花」運動の取組みについて～

　ぼくは、人権の花のとり組みをしてみて、気づいたことがあります。それは、人
にはいろいろ大変なことや楽しいこと、こまっていることなどがあるということで
す。それに気づいたのは、地域のかたに人権の花を届けてインタビューをした時で
す。ぼくがお花をとどけた方が特にこまったことは、今年の台風によるひがいです。
だん水したり、てい電したり大変だったそうです。
　他にもさいきん楽しいことがあるそうです。それは植物を育てることだそうです。
また、足がいたくて歩きにくくて大変だということもおっしゃっていました。だか
ら、ぼくが持っていった人権の花で元気になってくれたらうれしいです。
　次に花を育てるとり組みついて発表します。学校では、毎週学年で交代して水や
りをしています。 水やりをわすれることもあった日もありましたが、今後はわすれ
ずにがんばろうと思います。人権の花の取り組みで学んだことをいろいろな人に伝
えていきたいです。

5年生の発表内容5年生の発表内容



　２月28日（火）に、第２回九重町隣保館運営審議会を開催し、今年度の事業報告等を行いまし
た。
　九重町隣保館は、様々な人権課題に焦点をあて、人権・部落差別問題の速やかな解決をめざす
ための拠点施設です。地域福祉の向上や人権啓発・住民交流の開かれたコミュニティセンターと
して、今年は人権学習会や講演会の開催、相談事業の他、生け花や編み物などの主催教室やハッ
スルシルバーズ、隣保館ふれ愛ひろばなどの地域交流事業・地域福祉事業を実施しました。

九重町隣保館運営審議会開催九重町隣保館運営審議会開催
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　２月15日（水）に九重町隣保館において、
「女性の人権」をテーマに学習会を行いました。
今回は、大分県人権啓発講師の吉本寛子さんを
お迎えし、「個人的なことは社会的なこと」と
題し、講演していただきました。女性に対する
暴力やＤＶ被害の実態など映像を交えながらお
話しくださいました。個人的な課題と捉えられ
がちな女性への暴力やＤＶは、社会的な課題と
して捉え解決しなければならないと感じる講演
でした。

九重町隣保館人権学習会を開催しました

～参加者アンケートより～
◆  ＤＶについて、これまで講演や書籍で学習してきたつもりでしたが、当事者のこととして
しか考えていないことに気づきました。社会やこれまでの歴史的な背景等、当事者が何と
かするのではなく、社会全体で考えていかないといけないと思いました。

　３月９日（木）に九重町隣保館において、
隣保館（貸館事業）を利用されている方々
を対象に人権学習会を開催しました。
　隣保館長より「人権全般」をテーマに、今
なお残る様々な差別や人権課題について、身
近な事例を挙げての学習会となりました。
「人権は空気のようにいつも、どこにでも私
たちの身の周りにあるもので、すべての人々
の人権が尊重される社会を目指し、一人ひ
とりが身近な人権について考えることが大
切」であることをお伝えしました。

九重町隣保館利用者 ≪人権学習会≫
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月　　日 行　事　名
３月22日（水）カラフルタイム
３月28日（火）歌声サロン

月　　日 行　事　名
４月３日(月) 編み物教室
４月４日（火）パワーアップ教室
４月７日(金) 生け花教室
４月17日(月) 編み物教室
４月20日(木) ハッスルシルバーズ（コスモス会）
４月25日(火) 歌声サロン
４月27日(木) ハッスルシルバーズ（たけのこ会）

◇これからの行事◇ 【月・木は人権相談日】

●日　　時： ３月22日（水）９時30分～11時00分（送迎はありません）
●場　　所：九重町隣保館　２階展示室（ボッチャを予定しています。）
●参加申込：３月20日（月）締め切り（10人になり次第受付を終了いたします）
※マスク、上履き、飲み物、タオルは各自でご準備下さい

隣保館カラフルタイム開催隣保館カラフルタイム開催

～ ＤＶＤ・書籍を購入しました ～
　九重町隣保館では人権啓発に関連するDVD、書籍、絵本などの貸し出しをしています。家庭や職場で
観て、読んで、人権について考えてみませんか。お気軽にお越しください。

本のタイトル
●空の青さをみつめていると　谷川俊太郎詩集Ⅰ　
●小さな詩の本　
●生き心地の良い町　
●誰もが幸せに成長できる心理的安全性の高め方　
●ネットと中傷駆け込み寺　
●あいつゲイだって　アウティングはなぜ問題なのか？　
●二番目の悪者　
●せかいいちのいちご　
●みえるとか　みえないとか　
●わたしはあかねこ
●ネットと差別扇動　
●依存症　家族を支えるQ＆A　
●入門　被差別部落の歴史　
●近代の部落問題　講座　近現代日本の部落問題１
●戦時・戦後の部落問題　講座　近現代日本の部落問題２
●現代の部落問題　講座　近現代の部落問題３

DVDのタイトル
●破戒（映画）　
●うしわかまるの自分らしく生きること　
●人権のすすめ　
●あなたの笑顔がくれたもの～周りから見えにくい障がい・生きづらさ～
●部落の心を伝えたいシリーズ　第33巻　12年後の決断！
●想いの架け橋になる　公正な採用選考のために




